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三 

 
衆
議
院
議
員
坂
上
富
男
君
提
出
凍
結
受
精
卵
の
臨
床
応
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

1 

体
外
受
精
は
他
に
手
段
の
な
い
不
妊
症
の
治
療
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
受
精
卵
の
凍
結
保
存
法 

は
、
体
外
受
精
に
よ
り
得
ら
れ
た
受
精
卵
を
適
切
な
時
期
に
子
宮
に
戻
す
こ
と
が
で
き
、
妊
娠
率
を
向
上
さ
せ 

 

ら
れ
る
こ
と
や
、
採
卵
の
た
め
の
手
術
の
回
数
を
減
少
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
の
身
体
的
負
担
や
採 

 

卵
に
伴
う
危
険
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
諸
外
国
で
は
、
既
に
臨
床
応
用
が
開
始
さ
れ
、
新
生
児
誕
生
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
異
常
発
生 

 

率
は
自
然
妊
娠
の
場
合
と
大
差
が
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

2 

凍
結
受
精
卵
の
臨
床
応
用
に
つ
い
て
は
、
生
命
と
倫
理
に
関
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
凍
結
受 

精
卵
の
管
理
及
び
保
存
期
間
の
問
題
な
ど
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
関
係
大
学
に
お
い
て
は
、
関
係
学
会
等
の
意 

 

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
倫
理
委
員
会
で
十
分
検
討
し
た
上
で
取
り
組
む
な
ど
慎
重
な
対
応
が
望
ま
し
い
と
考
え 

 



4 

凍
結
受
精
卵
を
用
い
て
の
体
外
受
精
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
見
解
に
基
づ
き
不
妊
症
の
治 

療
と
し
て
適
切
に
実
施
さ
れ
る
な
ら
ば
、
立
法
措
置
に
つ
い
て
は
必
要
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

3 

凍
結
受
精
卵
の
臨
床
応
用
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
の
在
り
方
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
凍
結
受
精
卵 

の
使
用
を
厳
正
な
手
続
に
よ
り
婚
姻
中
の
夫
婦
の
み
を
対
象
と
す
る
方
法
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
民
法
上 

 

の
問
題
は
少
な
い
が
、
受
精
卵
の
長
期
保
存
に
よ
り
、
夫
の
死
亡
又
は
離
婚
等
に
よ
つ
て
婚
姻
が
解
消
さ
れ
た 

 

後
に
妻
の
子
宮
に
受
精
卵
を
移
植
す
る
こ
と
も
可
能
性
の
な
か
に
含
ま
れ
る
と
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
移
植 

 

対
象
を
第
三
者
の
女
性
に
ま
で
広
げ
て
考
え
る
場
合
に
は
、
親
子
関
係
の
確
定
、
相
続
等
に
関
し
、
問
題
が
生 

 

じ
得
る
も
の
と
考
え
る
。 

て
い
る
。 

刑
法
上
は
、
事
実
関
係
の
い
か
ん
に
よ
り
、
凍
結
受
精
卵
を
客
体
と
す
る
窃
盗
罪
、
器
物
損
壊
罪
等
の
成
否 

 

及
び
母
体
等
を
客
体
と
す
る
傷
害
罪
等
の
成
否
等
が
問
題
と
な
り
得
る
も
の
と
考
え
る
。 

四 

 




